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ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
全
情
報

を
掲
載
し
、
逐
一
と
り
ま
と
め
た
資
料

も
掲
載
し
ま
し
た
。

  

住
民
説
明
会
に
は

  

計
４
千
876
人
が
参
加

徹
底
し
た
情
報
公
開
を
す
る
と
と
も

に
、「
十
分
な
説
明
を
受
け
た
」
と
皆

さ
ん
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

計
画
案
を
皆
さ
ん
の
前
で
直
接
説
明
す

る
住
民
説
明
会
を
数
多
く
、
か
つ
時
間

を
か
け
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。

説
明
会
は
、
協
議
会
で
の
多
角
的
な

議
論
を
終
え
た
段
階
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
検
討
結
果
を
わ
か

り
や
す
く
全
て
提
示
し
た
上
で
、
対
話

形
式
で
自
由
に
質
問
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
任
意
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

な
ど
、
合
併
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
や
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
、
市
長
・
町
長
を
筆
頭

に
、
事
務
局
職
員
が
手
分
け
し
て
出
向

き
、
ま
ず
第
１
に
、
旧
野
田
市
域
に
あ

る
自
治
会
（
236
団
体
）
と
関
宿
地
域
の

行
政
区
（
54
団
体
）
の
全
て
の
団
体
に

対
し
て
、
第
２
に
、
文
化
団
体
協
議
会

や
体
育
協
会
な
ど
各
種
団
体（
277
団
体
）

に
対
し
て
、
第
３
に
、
自
治
会
単
位
の

説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
方
の
た
め
に

全
体
説
明
会
（
８
回
）
を
開
催
し
、
合

計
４
千
876
人
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

  

皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
取
し

  

平
成
15
年
６
月
６
日
に
合
併

説
明
会
や
協
議
会
な
ど
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
の
主
な
も
の
は
、
公
共
交
通
の

不
便
を
改
善
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
や
合
併
後
で
も
慣
れ
親
し
ん
だ

「
関
宿
」
の
名
称
を
大
字
に
残
す
こ
と
、

関
宿
庁
舎
は
出
張
所
で
は
な
く
多
く
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
支
所
に
位
置
付
け

る
こ
と
、
関
宿
地
域
の
北
部
に
消
防
署

を
設
置
す
る
こ
と
、
障
が
い
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
自
治
会
集
会
施
設
の

整
備
、
職
員
の
削
減
、
六
丁
四
反
水
路

の
整
備
、
小
排
水
路
の
改
良
、
関
宿
地

域
に
図
書
館
の
設
置
、
ご
み
の
出
し
方
の

徹
底
、
運
動
施
設
の
整
備
な
ど
で
し
た
。

そ
し
て
、
全
自
治
会
に
説
明
に
回
っ

て
、
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や

質
問
な
ど
か
ら
、
皆
さ
ん
が
早
期
合

併
を
望
ん
で
い
る
こ
と
、
合
併
に
対

す
る
期
待
が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
受
け
て
、
協
議
会
で
は
、

全
会
一
致
で
合
併
の
最
終
結
論
が
出
さ

れ
、
調
印
式
、
議
会
の
議
決
、
国
の
告

示
な
ど
を
経
て
、野
田
市
と
関
宿
町
は
、

平
成
15
年
６
月
６
日
の
合
併
を
迎
え
ま

し
た
。

■住民参加のもと進められた合併手続き

公民館や集会所に直接、
市長、町長以下事務局職
員が出向き、計画案を説
明し、意見や要望を聞き
ながら、合併の是非を住
民の皆さんにお考えいた
だいた住民説明会など

合併重点支援地域の指定

野田市・関宿町合併協議会設置

協議会における検討

住民説明会

地区別懇談会
各界懇談会

新市まちづくり委員会

合併の是非を最終判断

県に対する合併の申請

県議会の議決

総務大臣の告示

皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約

両首長による合併協定書へ調印

野田市議会・関宿町議会の議決

事務事業調整、新市建設計画案の作成


